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Andre Gideの象徴主義批判
重本利一
1 
多くの批評家たちゃ研究家たちから、プロテウス (Protee)の名で呼ばれる
Andre Gideは1)、象徴主義 (symbolisme) 美学の継承者であると同時に、
象徴主義に対する主要な批判者の一人でもあった。 周知のとおり、 彼は、
Paul Valeryとともに、 Mallarmeの庇護のもとに文学活動を開始した。彼
の初期の作品には、 1880年代の終りに流行をきわめた象徴主義的な語彙や感覚
の点で、 Rome街の師匠の影響が明らかに認められる 2)。Mallarmeの影轡カ
は非常に積極的であったので、 Gideの美学全体は、 この Mallarme的なも
のの発展として、また、それに関する注釈として眺めることができる 3)。 しか
しながら他面では、 30オを迎えて、ようやく芸術的成熟期に達した Gideは、
早くも、象徴主義的な紛飾と、その紛飾の底流をなす人生銀や文学観に、反発
を感じはじめていたのである。そして、どことなく MarcelProustのそれと
対比されるべきこの反発心によって、一つの批判精神が培われ、それは、とき
には明白な形で、またときには控え目な形で表明されることとなった。したが
って、本稿においては、このような Gide的な批判精神を概観し、分析するこ
とが当面の目的である •>o
?
Gideの反抗精神は、いわば本能的なものであって、それは、彼がまだParis
(379) 
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の文学的現境から脱出しようと決意する以前の、 1891年にはじまったと考えら
れる。少なくとも Gideの場合には、この本能的ということばは、たんに、説
明できないものに与えられる名称ではない。生涯を通じて彼は、自分自身を記
録し、作品の世界のなかで、一方においては前理性的な躍動を、他方において
は感激性を示しつづけたのであった(I)。そして、このような情緒的な、つまり
前理性的な惑覚の領域が、 後になって、 ものととを体系化し概念化するとき
の、 Gideの作業を左右することとなる。 したがって彼の Jouma.lの多くの
部分は、感情の世界を合理化し、理論化するところに、その存在理由があると
いえよう。 1890年代においては、自己の反発心を知覚し反省する Gideの能
力は、 後年に見られるほどの複雑な発展を遂げていなかったので、 読者は、
Gide自身がそれに気づくまえに、 この反発心の発端の状況をとらえることが
できるように思われる。
象徴主義は、全般的な芸術観として、 Gideの想像力と主知主義的傾向を支
えていた。 それはまた、一つの人生観とも関係があった。 象徴主義に対する
Gideの愛着は、道徳的な意味をもっていた(6)。 Mallarmeの禁欲主義は、
Gideにとってふさわしいものであった。それというのも、この禁欲主義は、
厳格な protestantの教育や、 Gideの高潔な青春時代と、大いに関連性があ
ったからである。したがって彼は、いろいろな面で、象徴主義の美学理論と、
Protestantの倫理観を結びつけようとした。ところが、この protestantの倫
理は、美学理論を、義務の観念や、純粋性や、自己犠牲などにおき替えてしま
った。 Gideが文学の世界にとぴ込んだのは、たしかに厳格な信仰の生活に対
する反発からではあったが、母親宛ての Gideの手紙が、象徴主義者の心情に
ふさわしいことばでもって、彼の幼少年時代の宗教的な雰囲気をよく伝えてい
る。 Apresavoir fait Andre Walter, j'ai senti qu'il falait me sortir tout 
a fait de cette atmosphere de larmes, de melancolies religieuses et de 
ressassements solitaires ou j'avais vecu vingt ans. Je me suis plonge 
dans une vie volontairement toute differente avec le but d'oublier mon 
ancienne personnalite. cり Les Cahiers d'A叫'reWalterに充満している
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protestantismeと、 Le Traite du Narcisseに見出される象徴主義との両者
は、神酪主義の典型てある (8)。そんなわけで、象徴主義に対する Gideの最初
の不安感が、厳格な calviniste の道穂や神学理論に対する絶えざる反抗と平
行線を辿っていることが認められても、べつにおどろくには当らない。そして
実際のところ、この二つの反動は、部分的に、同じ新しい感覚と発見から湧き
起こっているのである。
Gideが象徴主義をどのように理解していたかを知るためには、 1891年に公
けにされた LeTraite du Narcisseをとり上げる必要がある。 この短かい作
品は、いずれ露呈される反動の、有力な兆候を含んでいるにもかかわらず、象
徴主義的な世界観と芸術観を擁護するものであり、それらの具体的な実例であ
る。 Adamは、 自己観照という Narcisse的な欲求を通して、 完全な天上の
世界のなかへ、自己と世界、仮象と現実、変容と本質とのあいだの極度な分離
をもち込んだので、この分離は持続することとなる。そして、 Narcisseのよう
な芸術家は、いわば理想と現実、感覚と理性との溝を調整し、和解させる仕事
に、たえず悩まされつづけることとなる。彼は、 toutesles formes s'efforcent 
et s'elancent vers une forme premiere perdue, paradisiaque et cristal-
lineのょうな世界の、解読困難な文字の背後を見つめているのである。 Gide
は toutce qui parait<'0l を象徴と呼んで、こう述べている。 Le poete… 
devine a travers chaque chose—et une seule lui sufit, symbole, pour 
revもlerson archetype.<")しかしながら Narcisseは、厳密な意味での詩人
ではない。というのは、彼は、イマージュの彼方に本質を追究しながらも、自
己を表示することを選ぶ代りに、やはり自分自身にとらわれてしまっているか
らである。ここにおいても、他の作品の場合と同様に、モラルの問題が美学の
それに従属している。 Gide自身も Chaqueetre est ne pour temoigner et 
se derobe a son devoir s'il n'assume pas pleinement cette mission de 
manifester de son mieux sa vなiteparticuliere<12) と述べているとおり、
人間は、自分自身の存在を最終的なものとみなさずに、より高度なものに到達
するための手段とみなすべきである。したがって芸術家は、自己を証言するこ
(381) 
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とを義務としなければならないのである。ところが、後日 Gideは、もっと明
白に、倫理的価値を、自己証言の理念に帰することとなる。 GermaineBree 
は、この LeTraite du Narcisseにおける Gide的な象徴主義が、けっして正
統的なものではないこを指摘している (13)。 おそらくそこには、 自己の反映を
見つめ、自分自身の本体を追究する Narcisseは、 neo-platoniqueな芸術家
以上に興味深い存在であること、また、不動の調和は理想ではないことを暗示
するものがある。
L'harmonie parfaite toujours imaginable me plaisait moins que la 
deformation hargneuse de cette harmonie selon une personnalite. 
La volonte artistique ne m'apparaissait point tant un choix de 
lignes, de tons, ou de sonorites, en vue d'une reuvre harmonieuse, 
qu'un travail en pleine harmonie pour devier (deformer) cette har-
monie selon soi. La trace de l'homme etait ce que je cherchais 
dans toute reuvre.<14) 
ある日 Bonniereから、作家活動に関する Gide的な方式を求められたと
き、彼は結論的に Nousdevons tous representer<'5) と述べている。 Le 
Traite du Narcisseのなかでくり返され、 1890年1月の Journalにもあらわ
れているこの原則は、 Gideにとって、芸術的な意味と同時に、 キリスト教的
で倫理的な意味をももっていた。このような立場は、その表現のアクセントに
おいて、象徴主義的な考え方に近いものであるが、しかし、これはまた、新し
い局面へ転身しようとする Gideを支えるものでもあった。 というのは、 こ
の立場は、 Gideが、 プラトニックな観念の世界の中での超現実的なものを表
現するよりも、むしろ現実的で個人的なものを表現する方向に傾いていること
を示しているからである。事実 Narcisseは、つねに自分自身に強い関心を抱
いているのである。 LeTraite du Narcisseにおける象徴主義的な観念のいく
つかを具体化することは、 Gideがそれらの観念を熟考し、 それらに対して
批判的な態度をとるのに、相当な力を与えている。 これはちょうど LesCa-
hiers d'Andre Walterが、 Gideの不安を浄化する役割を果し、その不安から
(382) 
Andre Gideの象徴主義批判（重本）
?
彼を解放するのに力を与えたことと相通じるものを感じさせる(18)。
要するに、象徴主義に対する Gideの批判は、三つの形をとってあらわれ
ている。その一つは、 Journalや手紙や Sile grain ne meurtなどのなかに
見られる Gide自身の直接的な声明である。次には、象徴主義のグループに
対する強烈な個人的反発と、 1890年代の3回にわたるアフリカ旅行が示して
いるように、文学以外の体験を得ようとする Gideの決意である。 そして最
後には、 象徴主義からの離脱者たる Gideの、 想像的かつ創造的な表現であ
る。そこでまず、彼のおこなった直接的な批判から検討を加えなければならな
い。
?
Si le grain ne meurtやおびただしい数の手紙のなかで、 Gideは、彼にあ
っては、 何が象徴主義に対して反発を抱かせるのか、 また、 何が宗教的反抗
をひき起こすのかを、簡潔に表明している。 Je fus sauve par gourman-
diseC17'と彼は述べている。 人生の多様性に対する貪欲な追究心が、象徴主義
からの離反の根本的な原因であった。というのは、象徴主義は、絶対の探求に
おいて、人生に背を向けているがゆえに、芸術家にとっては有害なものとなる
からである。そして、若い時期における Gideのこのような批判は、後年にま
で保持されることとなる(18)0 
Le mouvement se dessinait en reaction contre le realisme, avec un 
remous contre le Parnasse egalement. Soutenu par Schopenhauer 
…je tenais pour contingence (c'est le mot dont on se servaic) tout 
ce qui n'etait pas'absolu,'toute la prismatique diversite de la vie 
…L'erreur n'etait pas de chercher a degager quelque verite d'ordre 
general de !'inextricable fouillis que presentait alors le'realisme', 
mais bien, par parti pris, de tourner le dos a larealite.'19' 
注目すべきことは、このような反発精神のなかで、 Gideは、 realismeへの
復帰を望みはしなかったけれども、この realismeの対立物が、人生からの逃
(389) 
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避ではなく、むしろ些細なことがらのなかに，一般的で普遍的な真実を求める
という、いわば古典主義的な態度に通じるものであることを知りはじめた点で
ある。ところが、その後 LesFaux-Monnayeursの時代には、 Gideはふたた
び象徴主義に対して批判的な立場に戻っている。それは、象徴主義が、人生を
拒絶し、人生に対していかなる好奇心も、しかるべき道義ももたなかったから
である。人生はまさに、多様性と偶然性に満ちている。けっして絶対的なもの
ではないのである。
Voyez-vous, la grande faiblesse de l'ecole symboliste, c'est de n'a-
voir apporte qu'une esthetique ; toutes les grandes ecoles ont ap-
porte, avec un nouveau style, une nouvelle ethique, un nouveau 
cahier des charges, de nouvelles tables, une nouvelle fa~on de voir, 
de comprendre l'amour, et de se comporter dans la vie. Le symbo-
lisme, lui, c'est bien simple; il ne se comportait pas du tout dans 
la vie, il ne cherchait pas a la comprendre; il la niait; il lui tour-
nait le dos…C'eraient des gens sans appetit, et meme sans gour-
mandise.<20' 
さらに象徴主義者の態度は、 指令によって動くことを強制されたものであ
り、 したがって個人性を妨げるものである。 Gideは次のようにも述べてい
る。
I semblait qu'en ce temps-la nous fussions soumis, plus ou moins 
consciemment a quelque indistinct mot d'ordre, plutot qu'aucun de 
nous ecoutat sa propre pensee.<21> 
その後 Sile grain ne meurtのなかで、 Gideが、 あの頃の自分は grise
par la diversite de la vie, qui commeni;ait a m'apparaitre, et par ma 
propre diversite<••> と語るとき、個人的な思想やヴィジョンを考慮しない美
学は、彼の関心をひきつけることができなかったのは明らかである。 1890年の
はじめに、すなわち、最初のアフリカ旅行以前にさえ、 Gideが、人生の多様
性と人間の個人性を基盤として正当化された、より柔軟なモラリテを主張しは
(384) 
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じめていたことは興味深い事実である。 Aunom de quel dieu . me dばen-
dez-vous de vivre selon ma・nature?C23> 
象徴主義は人生に背を向けていると批判した Gideは、 なお芸術至上主義
(l'art pour l'art)も、少なくともその狭い意味において、不毛で虚弱な立場で
あることを指摘している (24)。芸術は人生との関係をつねに維持しなければな
らない(U)。 そしてこの関係は、必ずしも、 因果律にしばられたもの、実利的
なもの、あるいは客観的な真理にもとずいたものではない。生涯のいかなる時
期においても、 Gideは、文学は特定の因果律や真理のために奉仕すべきであ
る、また奉仕できる、と主張したことはなかった。 Gideにとって芸術は、ど
んな場合にも、自立的なものでなけれぱならなかった。しかし芸術は、人生か
ら分離され得ないものであり、いわば、真空状態のなかで、それ自体のみを追
究し得ないものである。芸術の意図するところは倫理的な意図と合致する (28)。
Gide自身も Lamorale est une dependance de l'esthetiquec17>と述べて
いるとおり、倫理は美学に従属するものではあるが、書物は読者を無疵のまま
にしておくべきではない。 LeTraite du Narcisseの序文には、 J'appelleun 
livre manque celui qui laisse intact le lecteurc19>という一節がある。この
ことは、芸術至上主義を奉じる高踏派 (parnassien)の竣厳な信條も、エーテ
ルのような象徴主義者の考え方も、ともに認めることのなかった生活の面を暗
示しているといえよう。
つまり Gideは、芸術は具体的なものに根をおろすべきであることを発見し
得たのであった。事実、 1893年から94年にいたるアフリカ旅行のときには、ま
た、それにつづく時期には、文学は、 Gideを満足させるだけの具体的な可能
性を、十分含んでいるようには見えなかった。それで彼は、体験そのものを要
求したのであった。 Les Nourritures terestresは感能的体験の讃歌であり、だ
れもがこの体験をもつことをすすめる、他人に対する誘惑の書である。そこに
は、自分が見たり聞いたりしたことを語りたいという彼の焦燥、あるいは、感
能の世界と、みずから選んだ芸術の仕事とのあいだに、一つの絆を再建したい
という彼の焦燥が、如実にあらわれている。いわばそれは、実体の文学への復
(985) 
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帰であり、将来の発展の前兆である。 すなわち、彼の個人的な体験だけでな
く、各人に共通の諸問題や、ようやく目覚めてきた社会に対する意識が、彼の
芸術のなかに反映されることになるからである (29)0 
文学のなかへ、ふたたび実体を導入することは、 Gideにとっては、内容と
形式の分裂を意味しなかった。事実、 Gideが象徴主義を批判したのも、この
ような二分性に対してであった。 プラトニックな伝統にもとずき、 とりわけ
Schopenhauerの影響のもとに、象徴主義は仮象と現実、外観と実体との区別
を厳密にうち立てた。それは冥想の美学であり、具体的な姿あるものからの漸
進的な離脱であった。 初期の Journal の数ページは、 以上のとおりの象徴
主義的二分性にもかかわらず、 Gideが真摯性 (sincerite) の問題に専念して
いたことを示している。 すなわち、 倫理の領域での外見と実体の結合の問題
であり、 やがては芸術上の真摯性に関連する問題である。 1891年12月31日の
Journalには、こう記されている。
La chose la plus dificile, quand on a commence d'ecrire, c'est d'etre 
sincere. 1 faudra remuer cette idee et definir ce qu'est la sincerite 
artistiqe. Je trouve ceci, provisoirement: que jamais le mot ne 
precede l'idee. Ou bien : que le mot soit toujours necessite par 
ele. <30> 
Gideは、芸術作品のなかや、世界に対するヴィジョンのなかで、形式と内
容との区別を放棄する。 LesNourritures terestresの詩人は、具体的な姿ある
ものを称揚する。それは眼で見、手で触れることができるからである。興味深
いことは、 Gideが、 Mallarmもの場合と同様に、生涯を通じて芸術形式の問
題を尊重しつづけようとした点、しかもそれが、表現する行為と、表現される
対象との二元性や、解読困難なことばによって啓示される、超現実についての
象徴主義的観念を排除した段階においてなされている点である。
こうして Gideは、プラトニックな伝統のなかで、多くの象徴主義者たちが
理解した象徴 (symbole)を放棄するのである。とはいうものの、創造意欲の
旺盛な時期にあらわれたいくつかの作品には、象徴的な要素が完全に拭い去ら
(386) 
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れているともいいきれない。 たとえばわれわれは、 La Porte etroiteにおけ
る狭い庭木戸や、 L'Immoralisteにおける Marcelineのロザリオを想い起
こすことができる。 しかしこれらは、 フィクションの世界に当然含まれるべ
き、創作技法上の象徴である。つまりこれらは、内的な心理学上の真理に帰せ
られるものであって、先験的な真理に帰せられるものではないのである。Gide
は、象徴主義者たちが、イマージュにもっぱら先験的な価値を与えようとする
のを、あからさまに批難したわけではなかったが、具象的なものの泄界への復
帰と、外見と実体とのジレンマからの離脱は、文学のなかにおけるプラトニッ
クな先験的価値を否定することに通じるものである。そして、 Gideの芸術観
と、 1890年代の彼の宗教的発展とのあいだの関連性が認められるのも、ここに
おいてである。この時期に Gideは、ただ人間を引き離すだけの、触知し得な
い神についての calviniste的な観念を拒絶し、その存在や掟が、人間個人の
知覚や選択に委ねられる、いわゆる内在的な神の観念に心ひかれていたのであ
る(31)。
要するに、象徴主義に対する Gideの反抗は、次のように説明することがで
きるであろう。すなわち、 Gideは、象徴主義の理論と実践のなかに、文学の
不毛性を見出したが、それは、この流派の文学活動が、具体的な体験や、人間
を追究する仕事から逃避して、別のところに真実を索めようとしたとき、宿命
的に袋小路に迷い込んでしまったのを感じたからである。 Gideにとって芸術
は、いつまでも一つの＜表示> (manifestation) でありつづけるであろう。
しかしそれは、プラトニックな真理の表示であるよりも、むしろ、個人的な倫
理上の真理を表示するものである。
4 
ところで次に、 Gideの初期の作品について考えてみることにしたい。とい
うのは、それらの作品のなかでは、象徴主義に対する反発が想像力も豊かに形
をととのえ、 Gideは文学的な手段を通じて，その弱点を指摘しているように
思われるからである。 Les Poesies d'Andre Walter (1892) , Le Voyage 
(387) 
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d'Urien (1893), Paludes (1895), Les Nourritures teriestres (1897)などは、す
べて象徴主義の拒絶をあらわしている (32)。最初の三つの作品は、逆説的に、
象徴主義的なやり方でいろいろな象徴を使用することによって、そこからの漸
進的な離反を表現している。こうして Gideは、内部から象徴主義を批判する
方法を創造したのであった。
Les Poesies d'Andre Walter 
この作品においては、 象徴主義的な語彙や、 さまざまなイマージュや、
Verlaineや Laforgueを想わせるような，漢とした感覚の世界が、ふんだん
に用いられている。心理的な内容が重要である。詩全体は、理想と現実との一
連の対決を示している。そして、最後には現実が勝利をおさめている。しかし
ながら、ここでは現実そのものについて語るよりも、その現実が追究されてい
る先験的な意味の不在について語ることが問題である。現実は、それ自体とし
ては受け容れられていないし、発見されてもいないのである。 CatharineH. 
Savageは、 Gideの詩句には Laforgue的なイロニーが満ち溢れていると説
明するが(83)、 とにかく、 自分自身を諷刺してやまない Gideは、 同時に、
La Tentative amoureuseの場合のように、作品そのものをも諷剌の対象とし、
ついにはそれを、不條理なものにしてしまっている。そして結局のところ、せ
っかくの詩は、模造の域を出ていない感がある。 Gideは、いかなる陰路をも
残さなかった。 彼が出発点として利用した、 真剣な象徴主義者としての態度
も、また、象徴主義を離れた自己諷刺も、ここではともに、それほどの力強さ
を発揮しているとは思えないのである。
1 n'y a pas eu de printemps cette annee, ma chere ; 
Pas de chants sous les fleurs et pas de fleurs legeres. 
Ni d'Avril, ni de rires et ni de metamorphoses; 
Nous n'aurons pas tresse de guirlandes de rose. 
Tu m'a dit: ≪Tiens I Voici l'Automne. 
(388) 
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Est-ce que nous avons dormi? 
S'il nous faut vivre encore parmi 
Ces in-folio, <;a va devenir monotone. 
Une lampe neuve remplace la vide; 
Une nuit succede a une autre nuit ; 
Et l'on entend fuir dans la nuit le bruit 
Du sablier triste qui se vide. 
Nous rapetassons de faux syllogismes 
Et nous ergotons sur la Trinite, 
Mais tout~a, ~a manque un peu de lyrisme 
Et nos lampes ne font pas beaucoup de clarte. 
Mais devant nos prunelles hagardes 
Un grand concept s'obstine a mourir 
Et nous avons peur de nous endormir 
Parce que l'un sent que l'autre le regarde. 
Un vent tiede a souffie dans les branches; 
Elles ont agite plaintivement leurs feuilles rousses. 
Nous, nous regardions le long de la mousse 
Gesir nos pauvres petites ombres pales. 
Je t'ai dit avec un air maussade : 
(389) 
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≪Elle est bien malade aujourd'hui, 
La lune, ele est bien malade—» 
En voila assez pour aujourd'hui.C34> 
冥想やプラトニックな逃避も、反語的な超脱も、ここでは満足すべきもので
はない。これらの詩の唯一の創造的要素は、あけぽのに対する執拗な訴えであ
る。つまり、新たな日に、病める魂が見事に再生することを請い願う気持であ
る(35)。 このようなあけぽののモチーフの再現は、来るべき旅行の動機と符合
する。同様に、 LesPoesies d'Andre Walterに含まれる、 その後の1892年から
97年にかけての詩は、象徴主義の基準に即した反詩 (anti-poemes) ともいう
べきものである。 これらの詩は、 あえて失敗を暴露するために、 象徴主義的
な態度や技法を故意に使用しているのである。少なくともごく最初のものは、
おそらく本源的には、 parodieや批判として意図されたものではないであろ
う。しかし、象徴主義的な技法を、象徴主義そのものを攻撃する手段に選ぶか
ぎり、これらの詩が批判的な性格を帯ぴてくるのは当然である。ときにはこれ
らの詩は、 LesNourritures terestresの先駆的な様相をさえ呈しているのであ
る。
J'ai dit a mon a.me: -Mon a.me, ma chere, 
Pourquoi m'eveiller? Viens, Dormons. 
Mon a.me m'a dit: -Est-ce que tu ne vois pas la lumiere. 
Du jour naitre? 1 est temps. Sortons. 
L'hiver protegea notre tete a tete 
J'ai dit que je dormais, mais ce n'etait pas le sommeil. 
J'ai tant medite, que, pauvre a.me poete 
J'avais oublie le soleil. 
(390) 
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L'hiver est fini ; vois la plaine 
La plaine sans fleurs. 
恥 vetoi ! Ton a.me est pleine 
D'une autre ferveur. 
Le betail fatiguもdesetables 
Va sortir clans les champs mouilles, 
Pres de la grande mer lamentable.c3o) 
Le Voyage d'Urien 
13 
この作品は、典型的な象徴主義者の語彙を駆使して描かれた、神話的で象徴
的な旅行記である。駒士や人魚や Ellisのような原型が(37)、 エキゾチックな
風景のもとで神秘的な探険を企てる。 それぞれは、 極端なほど象徴で飾り立
てられている。旅行の一歩一歩、それぞれの体験、 それぞれの事物、 Ellisの
雨傘や書物のようなこく些細な品物さえ、アレゴリーと調和し、先験的な意味
に満ちている。あるいは少なくとも、これらのものを操作する作者のやり方が
暗示しているとおり、騎士たちは、彼等の周囲に横行する符諜を、道穂上のこ
とばに翻訳することによって、彼等の体験がどんな意義をもっているかを模索
しつづける。そして、彼等を待ちもうけている絶対的な真理に向って前進する
のである。しかし、表面的な象徴から離れたところに位置した一いわば象徴を
侵害したーGideは、修正要素を提示した。つまりそれは、場違いなもの、突
飛な (saugrenu)ものを、作品のなかにもち込むことである。神秘的な病気、
ばく然とした予感、 ある種の誘惑などの、 探険途上のいろいろな工ヒ゜ソード
と、喜劇的な効果を発揮し得る、風変りでグロテスクなイマージュとを併置す
ることは、本来の象徴主義に対する批判のあらわれである (38)。周知のとおり、
作品のなかにおけるこのような批判精神は、もっとも Gide的なものである。
La Porte etroiteや LesFaux-Monnayeursのような作品は、全般の調子や、作
(391) 
14 仏語•仏文学第五号
中人物の設定や、物語の視点などの、構成上の技術的な面を通じて遂行される
自己批判であると考えられる (39)。そのうえ Gideは、表現に迫力を添えるた
めに、先に述べたあの突飛なものを、故意に順序を追って並べるに際しても、
ことさらに計算をする必要がなかった感がある。事実 LeVoyage d'Urienは、
まさに無意識な parodieである。それはちょうど LesCahiers d'Andre Walter 
が、意識下の領域でなされる自己分析であるのと同様だといえる。すでに指摘
した Gideの反発心は、 奇妙なことに、 作者が一時はまじめな象徴主義の作
品として意図したかもしれないものの核心において感得される (40)。 同じよう
に、象徴のなかに心理的な意味が存在するという可能性は、象徽主義の純粋な
理想に関連する、 その諷刺的な価値をそこなうものではないと思われる。 Le 
Voyage d'Urienは文学上の象徴によって示される、明白な心理的満足感につい
ての近代的概念に先行するものではあるが、しかし実際には、このような満足
感にもとずいているのかもしれないのである。ただ厳密な意味では、これはけ
っして象徴主義的なものではない。というのは、言及されていることがらは、
一般的、抽象的、先験的であるよりも、むしろ個人的、具体的であり、いわば
象徴よりも低い次元のものだからである。
騎士たちの探険が終りに近づくにつれて、それまで文体上の問題であった批
判的要素が、プロットのなかに入り込んでくる。騎士たちが追究してきた符諜
は、結局失敗を招く。そして、彼等が熱望してやまなかった真実あるいは現実
は、発見できないもの、存在しないものとして啓示される。彼等は、極地の岩
のうえに「ここに絶望せる者あり」 (HICDESPERATVS) という碑銘を見
出す。彼等が先人の墓に見出したただ一つのメッセージは、 Mallarmeのあの
blanc souciを初彿させる白い紙にほかならなかった。さきほどの碑銘につづ
いて、次のような描写が見られる。
Et c'est sous ces mots que nous vimes, nous etant d'un commun 
geste agenouilles—que nous vimes un cadavre couche clans la trans-
parence de la glace. La glace, sur lui renfermee, l'avait pris com-
me en un sepulcre, le grand froid dont elle l'enveloppait l'avait 
(392) 
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etnpeche de pourrir. On voyait sur ses traits, il semblait, une 
epouvantable fatigue. Il tenait un papier d'une main. 
Nous sentions que nous etions arrives presque a lafin de notre 
voyage; pourtant nous nous sentions encore assez de forces pour 
gravir la muraille gelee, nous doutant bien que le but etait der・ 
riere, mais ne sachant pas ce qu'il etait. Et maintenant que nous 
avions tout fait pour l'atteindre, cela nous devenait presque inutile 
de le savoir. 
Done, etant revenus pres de la tombe, nous ouvr血esla glace 
pour prendre le cadavre, mais quand nous voul紅neslire le papier 
qu'il tenait, nous reconn紅nesque ce papier etait completement 
blanc.'ヽ1)
すべては氷と沈黙に包まれている。 Gideはここで、象徴主義的探求そのも
のの挫折を暗示するために、一つの象徴を用いているのである。究極的に、符
諜は符諜ではなくなっている。たとえそれが何かを示しているとしても、それ
は、不毛を、つまり、あらゆる行動や、あらゆる提示された先験性が意味を喪
失ずるほどの、 存在の絶対的な零時点をあらわすだけである。 おそらくこれ
は、巡礼を自分自身のもとへ送り返すことである。 GermaineBreeは次のよ
うに書いている。 Voyagenecessaire a travers les dangers voluptueux, 
les introspections vaines, l'inanite des metaphysiques, pour arriver . a 
cette prise de contact avec un "moi" que rien encore n'a touche.<ヽI)
次いで Gideは、 さらに第3の修正要素をつけ加えている。 すなわちそれ
は、作品の末尾における Ellisに献じられた ≪Envoi≫ である。
Madame ! jevous ai trompee : 
nous n'avons pas fait ce voyage, 
Nous n'iavons pas vu les jardins 
ni les flamants ros-es des plages; 
(393) 
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ce n'est pas vers nous que les mains 
des sirenes se sont tendues. 
............................................................ (43) 
これは、明らかに象徴の放棄である。 それというのも、 真の象徴主義小説
が、いっそう力強いものとなるためには、現実に依拠しなければならないから
ではなく、 Gideは、自分がこれまで依拠することのなかった現実を、あらた
めて主張しょうとしたからである。この意味において、不毛や失敗などの，象
徴の最後的な暗示は、同様に、否定的で空虚な、身体的あるいは物理的な現実
に呼応するものである。さきに引用した ≪Envoi≫ の nousn'avons pas fait 
ce voyageという一節が、 このことをよく物語っていると思われる。 しかし
ながら、この旅行の失敗は、おそらく、 Paludesのなかに見られる旅行の不能
とは異り、象徴的な旅行の断念と、現実的な旅行の熱望に通じるものである。
こうしてイロニーは、行動に対する積極的な要求に道を開くのである。はたし
て Gideは、 LeVoyage d'Urienの執筆後、画家の Paul-AlbertLaurens 
とともに Algerへ旅立つために、 Bibleと象徴主義美学を手放したのであ
る(U)。
Pal11.d繹
この作品は、 Gideが1894年に Algerから帰って、 Parisの文壇と新たに
接触をもった結果生まれた産物である。それは LesNourritures terestresの、
否定的な面と消極的な面を代表している。イロニーやサチールが生み出す批判
精神は、主として象徴主義の道箇的な側面に向けられ、 それに次いで、 その
美学上の弱点に向けられる。まず第1に Gideは、唯美主義が、芸術の発展
のためにではなく、 芸術家自身のために描く袋小路に注目する。 Paludesは
l'homme qui ne peut pas voyagerを提示している(46)。すなわち、個人性
のない人間、 latroisieme personne, l'homme normal<'6>を提示しているの
である。 そして、荒廃や沈滞はこのような状態から生じるものである。 さら
に、ある作品が構成される以前においてさえ、公有財産であるような集団芸術
(394) 
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一没個性的なものに通じる一の基盤からは、弱々しい不完全な作品が生まれる
だけである。結局のところ、旅行することのできない人間も、また、充実した
生き方のできない人間も、ともに創作活動にたずさわる資格に欠けるものであ
る。したがって、主人公ならざる主人公がなし得ることといえば、自己の問題
を追究すること、つまり、作中で ≪Paludes≫ を中断して ≪Polders〉)を書きは
じめることである。 Je sais que ni les vers ni les drames…je ne les元us-
sis pas bien—et mes principes esthetiques s'opposent a concevoir un 
roman.-J'avais pense deja a, reprendre mon ancien sujet de POL-
DERS―qui continuetait bien Paludes, et ne me contredirait pas…(47) 
Paludesの人物たちは、 Le Viryage d'Urienの場合と同様に、徐々に狭まって
ゆく限界のなかで、はてしない追究に従事せざるを得ない宿命を負わされてい
る。ここで Gideは、 1892年 1月3日付けの Journalに見出される教訓を、
諷剌的に表現しているのである。 L'artistedoit,. non pas raconter sa vie 
tele qu'il l'a vecue, mais la vivre telle qu'il la racontera<0>. このような
発言は、芸術と人生との積極的かつ必然的な関係を、公理として受け容れるこ
とを物語るものであって、両者のあいだの象徴主義的な分離とは、まさに対照
的であるいえる。
Paludesのなかで Gideは、象徴主義的なイマージュを、 諷刺的な形でふ
たたび用いている (49)。 たとえば作中作の主人公 Tityreが住んでいる沼地、
彼の溺愛するさまざまな虫、 備忘録、失敗に終る Paris脱出旅行などがそれ
である。つまりそれらは、挫折を示すための素材として、作者によって利用さ
れているのである。それらは、いわば自分自身に敵対する姿勢をとって、いか
なる意味ももたず、外界とのいかなる関係ももたないことを暗示している。そ
れらは物それ自体に環元され、空虚なものとなっている。そして、魂の状態も
また空虚なものとなっている。こうして作品全体は、象徴主義小説に対する諷
刺の役割を果しているのである。 Germaine Bree も指摘しているとおり、
Gideは aulieu de viser a "l'irrealisation des apparences", l'reuv:re 
d' art est une mterpretatlon des apparences. <●0)であることを示しているの
(395) 
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である。象徴主義を諷刺するこの Paludesは、 事物とイマージュに直面した｀
芸術家のための一つの突破口となっている。というのは、 Gideは、自分の素
材の無意味性から、意味深長な作品を創造しているからである。作家たるもの
は、 Tityreのように沈滞してはならない。コントラストと緊張感によって‘、す
なわち、沈滞の描写を逆説的な契機として、死渇した象徴主義を克服しなけれ
ばならないのである。
Les Nourritures terrestres 
この作品のなかでは、 Gideは、完全な姿における物それ自体の方に向きを
変えている。唯美主義が放棄されたとき、また、芸術家が、プラトニスムを支
える組織体としてしか，事物の存在理由や意味を認めないような態度を改める
とき、その事物は真正な意味をとり戻し、芸術家の冥想や熟考は、不毛である
どころか、まさに収獲の多いものとなることを、 Gideは強調しているのであ
る。
ところで、 どのような点で、 この LesNourritures terestresが、 非象徴
主義的であるのだろうか。 1927年版の序文で、 作者の Gideはこう述べてい
る。
cnv1s ce 1vre au moment ou la litterature senta1t fur1eusement J'e・ ・r
le factice et le referme; ou i me paraissait urgent de la faire a 
nouveau toucher terre et poser simplement sur le sol un pied nu.<01' 
Yvonne Davetの Autourdes Nourritures terestres のなかに集められた多
くの手紙や資料は、 Gideのこの計画が、 1894年と95年のあいだに、いかによ
く考え抜かれた結果であるかを如実に物語っている。 この時代に Gideは、
すでに LesNourritures terestresについて、具体的に構想を練っていたが(62i、
とりわけその ≪PremierLivre〉〉は、同時に、厳格なキリスト教的モラルや、
神に対する信仰や、象徴主義的でプラトニックな冥想の放棄をも含んでいるの
である。
感能的体験の認識が、 知識に対するプラトニックな理解にとって代ってい
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る。事物や形態の先験的な価値によりも、むしろ個人的体験の特質に力点がお
かれている。 Que!'importance soit clans ton regard, non clans la chose 
regardee.<33lまた、絶対的な真理は、人間の情緒的な資質にその場所を譲って
いる。そこには、いわば自己満足な瞬間と、それ自身がもっている固有の絶対
性を求める気持が、 はげしく揺れ動いている。 瞬間のなかでの直接的な体験
は、唯一の真正な認識の形態である。 1 ne me suffit pas de lire que les 
sables des plages sont doux ; je veux que mes pieds nus le sentent. … 
Toute connaissance que n'a pas precedee une sensation m'est inutile.<•4l 
Gideはなおも、形式上や外見上のイデーを使用している。しかし彼は、理想
的な形態を一神や絶対さえをも一現実的な形態に同化する。そして、それらの
形態を、内在的に発見することを知るのである。 Situ savais, eternelle idee 
de l'apparence, ce que la proche attente de la mort donne de valeur 
a l'instant.<55l 事物はあるがままのものであって、意味を表わすものではな
い。 Nathanael,je ne veux te parler ici que des choses, ―non point de 
l'INVISIBLE REALITE…(66) 心理的に現実的なものも、物理的に現実的
なものも、あらゆる点において、現実はその主導権を回復している。そして芸
術作品は、とりわけ Gide的な意味での真摯性 (since.rite) の体験となり、道
應上の実験の体験となるのである(57)。要するに LesNourガturesterestresは、
象徴主義との決裂を捉進するものにほかならなかった。 その後 Gideは le
domaine interieur ou se cantonnaient les symbolistesと、 ledomaine 
exterieur qui, seul, preoccupait Jes naturalistes<55lとを、 ふたたぴ結合し
ているのである。さらにまた、 LesNourガturesterestresは、 行動への参加を
訴えている。書物の内容は、根本的には現実の知覚や静観にもとずいているこ
とは事実であるが、 Gideは行動的な生活を要求し、ある点では、象徴主義的
な観念から離れ、実存主義的な観念に先んじながら、存在と行動との一元化を
志向しているのである。 Nosactes s'attachent a nous comme sa lueur 
au phosphore. 1s nous consument, il est vrai, mais ils nous font notre 
splendeur.<59l 
(397) 
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X X 
Les Nounitures terrestresは、唯美主義に対する Gide の最後的な攻撃であ
る。それにつづく彼の作品は、たんなる反発だけにかぎられてはいない。むし
ろ Mallarmeの場合と同様に、形式が重要な意味をもつ、新しい美学理論の
うえに打ち立てられている。しかしその内容は、美学的には形式に従属するも
のではあっても、その形式それ自体を越えて、心理的、倫理的、社会的な問題
を啓示しているのである。 AndreGideの象徴主義批判は、正当かつ強力なも
のではあるが、 しかし、 とりわけ彼流の新しい古典主義への発展のための、
踏切り台の役割を果している点に注目すべきであろう (60)。
（注）
(1) Germaine Bree: A叫•、 Gide, L'Insaisiss叫ePrat、e及び KlausMann: 
A叫 i磁，珈 crisisof modern、細ght参照。
(2) Catharine H. Savageは Gide'scriticism of symbolism (T. 加 Maden以血評嗅と
Review, october, 1966.)のなかで、さらに Laforgueの影轡を指摘している。
(8) 1 doit a Mallarme une conception r紐紐hiedes disciplines propres a 
l'art, a l'art de la litterature en particulier .. Gide doit aussi a Mallarme, 
et se plaira a lereconnaitre, une haute id如 dela probite artistique…• 
L'influence mallarmeenne est celle qui, a longue echeance, a, plus que 
toute autre, agi sur l'c:euvre de Gide. (Germaine Bree : A叫r、Gide,L'ln— 
saisissable Protie, pp. 4 I ~ 2. 
(4) 本稿と関連性のある問題を扱っすこ拙稿 「≪Nourrituresterrestres≫ 以前の
Andre Gide」（関西大学東西学術研究所紀要第1号）及び「Gide的美学理論と
古典主義」（同第2号）を併せて参照されたい。
(5) Germaine Breeは、 Gideのヴィジョンがどれほど感覚に依存したもので
あるかを指摘している。（前掲書p.22.) Ce qui frappe Gide, c'est justement 
le必tenon-logique, gratuit, proteen de la vie. Spectateur attentif, point 
du tout mystique ni metaphysic1en, il est peu soucieux de constructions 
rationnelles. 
(6) GideとValeryにとって共通の天職である芸術家とはいかなるものか、に
ついて後者は次のように語っている。 Artiste, signifiait pour nous un~tre 
separe. a la fois victime et levite, un~tre choisi par ses dons et de qui 
les merites et les fautes n'etaient point ceux des autres hommes. 1 etait 
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le serviteur et l'ap8tre d•une divinite dont la notion se degageait peu a 
peu . (Jean Delay : La Jeunesse d'A祉reGide, I p. 66.) 
(7) ibid. I p. 29. 189岬 5月27日の日付けをもつ。
(8) Catharine H. Savage: Andre Gide, !'evolution de sa pensee religieuse, p. 63. 
L'esthetisme fournit a la fois une echappatoire pour les impulsions 
mystiques de Gide, y compris le desir de l'immortalite et la recherche de 
la felicite suprasensible, et un cadre ou edifier une nouvelle ethique basee 
sur l'individualisme et le sacrifice tous les deux. 
(9) Andre Gide : Le Traite du Narcisse (CEwres Complらtesd'Andre Gide I一以
下o.c.と略す） p. 209. 
0) ibid. p. 217. 
(l ibid. p. 216. 
四 AndreGide: Interoiews imaginaires (New York, Pantheon Books, 1943), 
p. 135. 
(13) Germaine Bree : Andre Gide, L'Insaisiss必leProtee, p. 40. Laissant de c8te 
le roman proprement dit, Gide, au contact des symbolistes, va s'attacher 
a certains problさmesesth釦ques,a une metaphysique esthetique. 
(14) Andre Gide : Journal (ed. Pleiade), p. 343. 
05) Andre Gide : Sile grain ne加 urt(O.C.X), p. 332. 
⑲ ibid. p. 313. L'inquietude que j'y (=Les Cahiers d'A叫reWalter) pei-
gnais, pour l'avoir peinte il semblait que j'en fusse quitte : mon esprit ne 
se laissa plus occuper pour un temps que par des faudaises, plus guider 
que par la plus profane, la plus absmde vanite. 
⑬ ibid. p. 321. 
(18) Andre Gide: Feuillets (O.C. XV) p. 513. 
(19) Andre Gide: Si t, grain ne meurt (O.C. X). p. 321. 
(20) Andre Gide : Les Fa訟 Monnayeurs(O.C. XII), p. 206. 
勁 AndreGide : Sile grain ne meurt (O.C. X), p. 321. 
四 ibid.p. 333. 
閾 ibid.p. 347. 
紬 Gautierの L'Artpour l'Artに関する Gideの注を参照 (0.C. VI p. 
351.) Je ne reproche point a Gautier cette doctrine de l'≪Art pour l'Art≫, 
en dehors de quoi je ne sais point trouver raison de vivre ; mais d'avoir 
reduit l'art a n'exprimer rien que si peu . d'avoir si miserablement retreci 
son domaine ; .
飼 Van Meter Amesはその Aruire Gide (Norfolk, Connecticut, 1947) 
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のなかで、次のように述べている。 Whereasart for the Symbolist opened onto 
a metaphysical vista, Gide learned to conceive art as instrumental in re-
casting reality. (p. 184.) 
潤 AndreGide : O.C. IX p. 444. 
四 AndreGide : Chroniq加sde l'Ermitage (O.C. IV). p. 387. 
姻 AndreGide : Le Traite du NarcisJe (O.C. I), p. 203. 
韓前掲の拙稿「≪Les.Nourritures terrestres≫ 以前の AndreGide」及び
「Gide的美学と古典主義」を参照。
潤 Andre Gide : Jo叩 al (ed. Pleiade), p. 28. さらに1892年 1月3日付けの
部分にはこう記されている。 Onpeut dire alors ceci, que j'entrevois, comme 
une sincerite renversee (de l'artiste) : 
1 doit, non pas raconter sa vie telle qu'il l'a vecue, mais la vivre telle 
qu'il la racontera. Autrement dit : que le portrait de lui, que sera sa vie, 
s'identifie au portrait ideal qu'il souhaite ; et, plus simplement : qu'il soit 
tel qu'il se veut. (p. 29.) 
Cit) 因みに⑱ran Schildtの GuJeet l'hommeには、 次のような説明が見
られる。 Leprotestant, au contraire, s~approche non seulement de son Dieu, 
mais de lui-m~me, sans interm細 airesacerdotal. (p. 34.) 
馘 ここでは L;iTentative amouT'i匹 eは一応除外する。この作品も、実際には諷
刺的であり、 Gideが自分の象徴にとらわれているわけではないが、他の一連の
作品と比較すれば、 puritanismeとn如-platonismeがなおも主導権を握ってい
て、逃避の要素が本源的に心理的重要性をもち、創造理論を支えていると思われ
るからである。
僻 CatharineH. Sayage : 四 'e'scriticism of symbolism (T加 ModernLan評啄
R、oiew,october 1966), p. 605. 
斡 AndreGide : Les Poesies d'Andr: ヽWal位 (O.C.I), pp. 179~81, 186. 
姻 AndreGide : Ci心呻涵 (O.C.I), p. 262. ]'attends une heure encor : • 
l'aube va se lever ; /Je vois blanchir l'ecume aux marges de l'aurore ; /Les 
sanglots de la nuit se sont tus ; -pas encore. / Attendons ! attendons : le
jour va se lever. 
00 ibid. pp. 255~6. 
C3'/J Germaine Br如は、この女性を Danteの Eliceに結びつけている。 (p.
45.) 
韓 LeVoyage d'Urien を、象徴主義から free absurdity of surrealist 
nightmareへ移行するプロセスにおける、重要なエビソードであると考える批評
家もある。 (AlbertJ. Guerard : Andre GuJe (Cambridge, Mass., 1951), p. 60. 
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Cl9) とりわけ Les Fa訟 Monnayeursの場合、 その第2部の最終章は、作者の
視点ー作中人物に関する作者自身の直接的な批判ーに充てられ、物語の進行は一
時中断している。作品の技法上の問題については、別に論じなければならない。
拙稿「≪にせ金つくり≫ における時間の問題」（「散文」 No.4.)あるいは「モラル
と方法—«にせ金つくり〉〉の物語形式に関する覚え書」大阪市立大学仏文学会
「Lutece」No.2.) 
(40) Albert J. Guerardは、この書物が真面目な象徴主義の作品だと感じている。
It represents the extreme limit to which Gide would go to satisfy the sym-
bolists who had adopted him, and writing it perhaps hastened his sharp 
reaction…(And:,;、Gide,p. 59.) 
また、 GermaineBreeは次のように述べている。 Urien'svoyage was to have 
been the symbolist novel instead it turned out to be a gentle caricature 
of symbolist attitudes…(Andre Gide, p. 45.) 
(41) Andre Gide : Le Voyage d'Urien (O.C. I), pp. 360~2. 
(42) Germaine Bree : Andre Gide, L'lnsaisissable Protec, p. 55. 
(43) Andre Gide : Le Voyage d'Urien (O.C. I.), p. 364. 
(4) 因みに Sile grain ne meurtには、次のような記事が見られる。 Je ne dis 
pas adieu au Christ sans une sorte de dechirement; de sorte que je doute 
a present si je l'ai jamais vraiment quitte. (p. 290.) 
個 AndreGide : Paludes (O.C. I), p. 372. 
(4~ibid. p. 416. 
(47) ibid. p. 453. 
(48) Andre Gide :Journal (ed. Pleiade), p. 29. 
(49) Les procedes symbolistes-sont pousses a l'absurde. (G. Bree : Andre Gide, 
L'lnsaisissable Protec, p. 69.) 
(50) ibid. p. 76. また Paludesの美学的意味に関する全般的な議論については
pp. 73~8参照。
翻 AndreGide : Les Nourritures terrestres et les Nouvelles Nourritures (Gallimard, 
1947), pp. 11~12. さらに1896年9月付けの Ruyters宛ての手紙を参照。 1
nous faut precipiter la litterature dans un abime de sensualisme d'ou elle 
ne puisse sortir que complさtementregeneree. (Yvonne Davet : Autour des 
Nourritures tereJtres, p. 22.) 
靱 ibid.p. 56. Fin 1895 les Nourritures Terrestres, dans tout ce qu'elles ont 
d'essentiel en tant que message, sont con~ues, a peu prとscomposees, sinon 
parachevees ; elles ont directement jailli de !'experience vecue au cours du 
premier voyage en Afrique du Nord de 1893~1894 et du voyage de noces 
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qu'Andre Gide est alors en train de faire. 
鑓 AndreGide : Les Nourr如 -esterrestrヽJ (0.C. II), p. 63. 
斡 ibid.p. 76. 
韓 ibid. p. 96. あるいは、 InstantsI Tu comprendras, Myrtil, de quelle force 
est leur伍S暉 ie! car chaque instant de notre vie est essentiellement irrem-
pla~able : sache parfois t'y concentrer uniquement. (p. 122.) 
躙 ibid.p. 173. 
節 AndreGide : Lettre (O.C. IV), p. 616. Qu'un bourgeon de Michel 
soit en moi, il va sans dire; mais il en est ici comme de ces passions op-
pos如sdont parle habilement Pascal, qui se maintiennent en匂uilibre,
parce que l'on ne peut ceder a l'une qu'au detriment de l'autre. Que de 
bourgeons nous portons en nous, cher Scheffer, qui n'ecloront jamais que 
dans nos livres ! Ce sont des≪oeils dormants≫comme les nomment les 
botanistes. Mais si, par volonte, on les supprime tous, s四ifIDI, comme il 
croit aussit&t, comme il grandit ! comme aussit&t il s'empare de la seve ! 
Pour creer un heros ma recette est bien simple : Prendre un de ces hour-
geons, le mettre en pot—tout seul—on arrive bien必ta un individu admi-
rable. Conseil: choisir de 1reference (s'il est vrai qu'on puisse choisir) le 
bourgeon qui vous g~ne le plus. On s'en defait du m~me coup. C'est 
peut-~tre la ce qu'appelait Aristote : lapurgation des passions. Purgeons-
nous. Scheffer! purgeons-nous ! I en restera toujours assez. 
闘 Germaine Bree : A叫 ・eGide, L'/nsaisissable Protee, 94. さらに Lasincerite 
de Gide, trente ans auparavant, avait ete surtout esthetique. Mais avec 
Paludes et les Nourritures terestres cesse pour Gide le divorce entre la 
litterature et la realite. Cette realite pour lui est humaine et ethique. 
(p. 92.) 
鱒 AndreGide : Les Nourritures terrestres (O.C. II), p. 66. 
躙 Gideの美学理論の中核には、いわゆる lapart de Dieuが存在する。彼
は Cequi surtout m'y interesse, c'est ce que j'y, (=mon livre) ai mis sans 
le savoir―cette part d'inconscient, que je voudrais appeler la part de Dieu. 
(O.C. I, p. 369.) と述べているが、これは vertude reserve (Journal, p. 170.) 
に通じるものであり、したがって、彼自身 lemeilleur representant du classi-
cisme (O.C. XI, p. 36.)と呼ぶ所似である。 さらに Gideにおける芸術の機
能の概念もまた、 l'individuels'affirme en symbole d'une verite universelle 
dont il manifeste !'essenceという意味での Gide流の普遍性によって、また、
彼の作品の主題たる「人間」 (Latrace de<Phomme>etait ce que je cherchais 
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dans toute reuvre.)によって、そしてまた、モラリストとしての教育的態度に
よって、 やはり古典主義的であるといえる。 （拙稿「Gide的美学理論と古典主
義」参照。）
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